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引取残 8 割増 119 万㌧に 

7 年産米 6 月動向 出荷段階在庫 58 万㌧増 

  

農水省は 7 月 28 日、令和 8 年 6 月における米穀流通動向の集計データを発表した。7 年産米

（水稲うるち）の販売残数が大台越えの 119 万㌧にも及ぶ。民間在庫（生産者段階を除いた出荷

段階・販売段階の合計）は、前年同月比で 6 割多い 194 万㌧にも膨張している。200 万㌧の大台を

割ったものの、増加率は前月より 1 割拡大している。 

6 月末時点で 7 年産米の集荷数量は 268 万

7000 ㌧となり、前年同月比で 25 万 9000 ㌧

（11%）増加。前月と傾向は変わっていない。集荷

価格の引き上げや、大規模農家に対する働きかけな

どが一定の効果を上げたためとみられる。平成 26 年

産以降では、令和 4 年産の集荷数量水準に近い

傾向が続いている（右表①参照）。 

ただし、コロナ禍が明けて業務用需要が戻りつつあ

った 4 年産と、放出備蓄米や外国産米の煽りを受け

て需要が落ち込んだ 7 年産とでは環境が大きく変化

している。 

 

 

 

また、産地とコメ卸との間で結ばれた契約数量は 253 万 9000 ㌧となっており、前年同月を 11 万

3000 ㌧（5%）上回っている。しかし、契約残数（集荷数量から契約数量を引いた未契約玉）が

14 万 8000 ㌧となっており、ほぼ契約残数がなかった前年同月（2000 ㌧のみ）からは、状況が一変

している。 

 

卸の引き取り実績としてカウントされる販売数量は 150 万㌧で、前年同月比で 26 万 5000 ㌧

（15%）減少。末端の販売鈍化が鮮明に表れている。販売残数（集荷数量マイナス販売数量）は

大台越えの 118 万 7000 ㌧となり、前年同月よりも 52 万 4000 ㌧（79%）の大幅な膨張となって

いる。 

（注）いずれの年産も、出回りから生産年 6 月末までの累計。 

① 集荷業者のコメの産地別集荷・契約・販売

状況の推移（万玄米 t） 

集荷 契約 販売

342.9 313.2 220.0

308.0 293.4 206.5

305.7 289.0 208.6

288.5 273.3 200.5

281.8 270.7 196.3

292.3 278.0 199.2

297.3 269.2 182.2

292.3 276.8 180.8

270.7 258.7 174.6

256.6 248.8 187.0

242.8 242.6 176.5

268.7 253.9 150.0

前年差 +25.9 +11.3 ▲26.5

前年比 +11% +5% ▲15%
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加えて、引き取り残数（契約数量マイナス販売数量）も大台越えの 103 万 9000 ㌧と算出できる。

これは、前年同月比で 37 万 8000 ㌧（57%）多い規模となる。7 月以降、毎月 15 万㌧程度（＝

7 月の引き取り実績）ずつ引き取りが進むと仮定しても、7 カ月ほどの時間を要する。年を超える可能性

が濃厚だ。 

 

販売不振の中で民間在庫は、全農・経済連・道県出荷団体など出荷段階とコメ卸など販売段階の合

計で 194 万㌧（前年同月比 72 万㌧＝60%増）に膨張。この内訳は、▼7 年産 182 万㌧（76

万㌧＝72%増）▼6 年産 7 万㌧（4 万㌧＝64%減）▼未検査米 5 万㌧（1 万㌧＝25%増）

――となっており、7 年産の在庫が厚い（下表②参照）。 

 

 

民間在庫の段階別内訳は、出荷段階が 142 万㌧で、前年同月よりも 58 万㌧（69%）多い。放

出備蓄米（59 万㌧）とほぼ同じ規模の数量が前年同月比の増加量として産地に滞留している。放出

備蓄米の供給に押し出されて、7 年産の引き取りが遅れている。 

 

また、販売段階の民間在庫は 51 万㌧で、前年同月より 14 万㌧（38%）の増加に。▼7 年産

42 万㌧（12 万㌧＝40%増）▼6 年産 4 万㌧（1 万㌧＝33%増）▼未検査米 4 万㌧（前年

と変わらず）。 

 

放出備蓄米によって押し出された 7 年産が販売段階で需要を埋めて滞留し、これにより出荷段階

（産地）から卸への引き取りが進んでいない図式。”官製の目詰まり”、民業圧迫の典型だ。 

 

②出荷・販売段階別の民間在庫量（万ｔ） 

（注）①出荷段階は玄米仕入量 500t 以上の集荷業者など 

②販売段階は玄米仕入れ量 4,000t 以上の卸など  

③売り渡した備蓄米も含む。 

7年

6月末

8年

6月末

84 142

対前年差 ± 0 + 58

37 51

対前年差 + 6 + 14

121 194

対前年差 + 6 + 72

出荷段階

販売段階

合計


